
秋田のお客様を笑顔に
秋田の美容師を幸せに

Harmony

丁寧な仕事で地域の人々に親しまれ、
着実に成長を続けてきたHarmony。
経営の原動力は、地元・秋田への熱い思いだ。

お客様の髪の悩みを解消
　秋田駅東口から徒歩５分の場所にある「Harmony」
は、子供から大人まで幅広い年齢のお客様が訪れる美
容室。周辺住宅地に住む“ご近所さん”から、駅や大学に
近い土地柄、遠方からのお客様や学生も多く訪れる。小
野裕代表をはじめとする3人のスタイリストが得意とする
のは、お客様の雰囲気や骨格、髪質、毛流など個性を見
極めて完成させる「きれいに見せるヘアスタイル」。施術
した日だけでなく、その後もお客様自身できれいなヘア
スタイルを維持できるデザイン、ヘアケア法を提案してい
る。同店のスタッフは日本ヘアケアマイスター協会認定の
「ヘアケアマイスターミドルコース」の資格を持ち、髪や
頭皮に関する知識が豊富。丁寧なカウンセリングを行い、
お客様一人一人の髪の悩みに応えている。

地元愛を貫き通す
　小野代表は、当店がある東通地区の隣、広面地区の
出身。秋田市内の美容専門学校で学び、同市内の美容
室に7年勤務した後、独立して2008年にHarmonyを構
えた。「学校も勤務先も、自分の店も、県外ではなくあえ
て地元を選んだのは秋田が好きだから。仕事を通して秋
田の方々に喜んでいただくことが何よりの幸せ」と思い
を語る。

　独立の際には、銀行からの紹介で当センターの「創業
支援補助金」を利用した（現在は、自治体や地域の商工
会議所等が窓口）。「活性化センターに足を運んで相談
をしながら、事業計画書の作成などの準備を進めた。初
めての起業で書類づくりに戸惑うこともあったが、いろい
ろアドバイスしてもらったことで無事に採択された」と振り
返る。補助金は、人件費や水周り等の設備費に充当した。

秋田の美容師の地位向上を目指す
　開業から丸7年。小野代表は、人口当たりの美容室数
が全国一の秋田、中でも激戦区と言われる駅東地区に
おいて、着実に顧客を獲得して地盤を固めてきた。今後
については「お客様を笑顔にすることはもちろん、経営
者として、従業員が笑顔で働ける環境を整えていきたい。
美容師の地位や給料は社会的にまだまだ低い。加えて、
社会保険の加入率も極めて低いのが現状です。業界の
底上げのためにも、美容師の安定した暮らしを創ってい
きたい」とビジョンを語る。さらに、将来的にはスタッフ
と店舗を増やし「美容師が安心して働ける場所を地元・
秋田で拡大していきたい」と夢を抱いている。

Harmony

若女将の後藤朗さん。新規顧客の開拓に積

極的に取り組んでいる。

料亭稲穂の個室から見える中庭。特に冬の雪景

色は美しい。四季を愛でながら食事ができる。

「和かふぇご飯」の一例。食材、献立は、その時々

の旬によって変わる。

ハーモニーの小野代表。お客様とのコミュニ

ケーションを大切にしながら営業を続けて

きた。

店内は木目調をベースに、植物の緑をアクセン

トにしたインテリア。リラックスできる空間にデ

ザインされている。

幅広い年齢層のお客様が訪れるハーモニー。気

軽に入店できる雰囲気が魅力の1つ。

老舗が取り組む新たな挑戦
　秋田県を代表する観光地・角館で、料亭と食堂の２
枚看板を掲げる「稲穂」。地元、仙北市を中心とした秋
田の味、旬の食材を大切に、郷土料理や創作料理を提
供している。
　創業は昭和25年。現社長の後藤悦朗は２代目であり、
昨年春には娘の朗（あき）さんが秋田市内の料亭での修
業を終え、若女将として帰ってきた。
　大学で経営学、３年間の修業で接客、配膳、着付け
等を学び“即戦力”となる朗さんが加わったことで、積極
的に新境地に挑戦している。「世の中がどんどん変わっ
ていくなか、同じことを続けているだけでは限界がある。
父や女将である母に相談しながら変えられるところは変
えていかなければならない」と朗さんは決意を語る。そ
の背景には、角館特有の悩みがあった。

「和かふぇご飯」始める
　全国有数の桜の名所、角館。春は花見、初夏は新緑、
秋は紅葉を目当てに多くの観光客が訪れるが、冬場は閑
散とし人通りもまばらになる。それは、売り上げにも如実
に影響する。年間を通して安定した売り上げを確保する
ためには工夫や変化が必要だった。「『料亭』と聞くと
入りにくい印象を持つ方もいる。若い方や女性にも気軽

若い感性を活かして、
メニュー開発に挑戦

合資会社稲穂（料亭稲穂）

伝統、歴史を守るために、
何をするべきか―。
答えは、「変わる」ことにあった。

センター活用事例
創業支援補助金

センター活用事例
専門家の派遣

秋田県秋田市東通仲町7-14
TEL.018-837-5015
営業時間／[ 平  日 ] 10:00～20:00
               [日・祝日] 10:00～19:00
定 休 日／月曜、第2火曜
http://hair-harmony.com

に利用していただきたい」
　そこで、当センターの専門家派遣事業を利用し、フー
ドコーディネーターの田中徳子氏をアドバイザーに迎え
て、新たなメニューの開発に乗り出した。昨年７月に始
めた「和かふぇご飯」は、田中氏のアドバイスのもと、若
女将が考案した女性限定の新メニュー。野菜を中心とし
たヘルシーな献立で、季節のかご盛り、茶碗蒸し、ご飯、
吸い物、デザートのミニコースが2,000円（税込）で個
室を利用して味わえる。「和かふぇご飯」を始めて以後、
料亭稲穂では女性客が増えている。

商品開発も視野に
　さらに稲穂では、ホームページのリニューアルやオリジ
ナル商品開発も進めている。「商品開発はまだまだこれ
から。いずれはオリジナル商品の販売を始めてみたい」
と若女将の夢は膨らむ。「田中先生は、さまざまなアイデ
アを提案してくれるほか、首都圏の食のトレンドなども
教えてくれる。専門家に相談することで大きな刺激が得
られている」
　そんな若女将の挑戦を温かく見守るのは後藤社長と
女将の瑞子さん。伝統と変革の両輪で、稲穂は次なる一
歩を踏み出している。

合資会社稲穂（料亭稲穂）
秋田県仙北市角館町田町上丁4-1 
TEL.0187-54-3311
営業時間／[ラ ン チ]11:30～（ラストオーダー13:30）

               [ディナー]17:00～（ラストオーダー19:00）

定 休 日／不定休
http://inaho.pepper.jp

あきた企業活性化センター／
総合相談担当（018-860-5610）まで。お問い合わせ

新規起業者（第二創業を含む）に対して、創業に必要な経費の一部を助成する
事業で、新たな需要や雇用の創出等を促進します。

あきた企業活性化センター／
総合相談担当（018-860-5610）まで。お問い合わせ

企業等が抱える経営・技術・人材・情報等の課題に対し、センター登録専門家
を派遣し、診断・助言を行います。
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